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１．概要（Summary） 

共鳴的な光散乱・光吸収を示す金属ナノ構造による赤

外域電場増強の実現と，それを活用した高感度分子分光，

強電場現象制御を目指して研究を進めている．これまで

に共鳴アンテナの電場増強特性を明らかにし（Kusa et 
al., J. Appl. Phys., 116, 153103 (2014)），増強場による

金属表面の光電界電子放出を実現した(Kusa et al., 
AIP Advances 5, 077138 (2015))． 

今年度は，単分子膜や微量分子の検出，lab on a 
chip デバイスなどへの応用へ向け，共鳴ナノアンテナに

よる表面増強赤外分光を目指した．赤外分光の高感度計

測に適したナノアンテナの配列構造および基板を明らか

にし，赤外分子分光の超高感度化を達成した． 

 
Fig. 1 Illustration of surface-enhanced infrared 
spectroscopy with Au nanorod arrays. 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】  高速大面積電子線描画装置

（ADVANTEST F5112+VD01），クリーンドラフト潤沢超

純水付，電子顕微鏡 
【実験方法】 ナノテクノロジープラットフォームにおいて電

子線描画によるレジストのパターニングを行った後，自部

門に持ち帰って真空蒸着により金薄膜（Cr 3 nm，Au 50 
nm）を成膜し，ZnS 基板および CaF2 基板上に金ナノア

ンテナ(長さ 1000-2500 nm)アレイを作製した．その上に，

スピンコートにより PMMA 分子膜を形成した． 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
試料の透過・反射スペクトルを FT-IR 法により計測した．

ナノロッドアレイが無い場合は PMMA の吸収を観測でき

ないのに対して，アレイ構造を用いた場合には明瞭に

C=O伸縮振動モードに起因する信号が観測され，確かに

超高感度化が達成された．また，隣接するアンテナ間で

プラズモン同士が強め合いの干渉を起こす配列周期 2.5 
µm において，信号増強度が最大となった．以上の振る舞

いは電磁場シミュレーションに基づく理論解析結果ともよ

く一致した． 
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